
同
志
社
女
子
大
学
一
般
入
試
現
代
文
対
策
講
座 

 

○
同
志
社
女
子
大
学
の
現
代
文
に
つ
い
て
（
傾
向
と
分
析
） 

 

２
０
１
８
年
度
入
試
出
題
出
典 

一
月
二
十
六
日 

田
端
博
邦 
『
幸
せ
に
な
る
資
本
主
義
』 

一
月
二
十
七
日 

竹
井
隆
人 

『
社
会
を
つ
く
る
自
由
―
反
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』 

一
月
二
十
八
日 

藤
野
寛 

『「
承
認
」の
哲
学 

他
者
に
認
め
ら
れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』 

一
月
二
十
九
日 

平
瀬
礼
太 

『〈
肖
像
〉
文
化
考
』 

２
０
１
９
年
度
入
試
出
題
出
典 

一
月
二
十
六
日 

山
崎
正
和 

『
歴
史
の
真
実
と
政
治
の
正
義
』 

一
月
二
十
七
日 

木
下
長
宏 

『
自
画
像
の
思
想
史
』 

一
月
二
十
八
日 

平
子
義
雄 

『
公
共
性
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
』 

一
月
二
十
九
日 

大
庭
健
編 

『
職
業
と
仕
事
・
・
・
働
く
っ
て
何
？
』 

 

【
対
策
に
つ
い
て
】 

  

☆ 

試
験
直
前
の
時
期
に
何
を
意
識
す
べ
き
か 

  

と
に
か
く
過
去
問
の
演
習
を
！
（
設
問
の
パ
タ
ー
ン
を
意
識
し
て
お
こ
う
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

「
漢
字
語
句
系
問
題
」 

 

本
学
過
去
問
と
セ
ン
タ
ー
試
験
過
去
問
で
最
後
の
仕
上
げ
を 

 

「
語
句
・
文
章
挿
入
系
問
題
」 

 
 

接
続
詞
は
そ
の
働
き
に
注
目 

 
 

語
句
挿
入
は
、
選
択
肢
間
の
意
味
の
違
い
を
明
確
に 

 
 

脱
文
補
充
は
文
章
の
意
味
の
つ
な
が
り
を
意
識 

 

「
文
章
内
容
系
問
題
」 

 
 

と
に
か
く
で
き
る
だ
け
早
く
『
本
文
の
着
地
点
（
主
旨
）』
を
読
み
取
る 

 

☆ 

文
章
を
読
む
ス
ピ
ー
ド
、
主
旨
を
つ
か
む
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
は 

 
 

『
入
試
問
題
を
読
む
こ
と
』
が
最
善
か
つ
催
促
の
対
処
法
！
！ 



                                    

 
 

 
 

「文
章
を
読
み
解
く
力
と
は
い
っ
た
い
何
か
？
」 

 
 

 
 

現
代
文
は
『冒
頭
』に
着
目
す
る
こ
と
が
必
須 

論
説
文
の
設
問
の
典
型
的
な
構
造
か
ら
入
試
問
題
を
分
析 

 

※ 

設
問
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
一
定
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

 

☆
『前
提
』 →

 

『問
題
提
起
』 →

 

『論
証
』 →

 

『種
明
か
し
』 

・『前
提
』が
も
つ
意
味
合
い 

  

・そ
し
て
『問
題
提
起
』が
現
れ
る 

  

・『論
証
』は
ど
の
よ
う
に
問
題
に
問
わ
れ
る
の
か 

  

・『主
張
』は
こ
こ
で
『再
確
認
』さ
れ
る
こ
と
に 

   
 
 

入
試
問
題
の
設
問
は
、
ひ
と
つ
の
物
語
を
効
果
的
に
表
現
す
る
誘
導
で
あ
る 



 

過
去
問
演
習
で
考
え
て
み
よ
う 

 

 

 



  

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

  


